









































































































































































































大 場 六 夫20
表現意欲を引き出す描画指導
Ⅵ まとめ
今回の学習指導要領改訂で、美術教育も目標と指導の重点が見直し整理された。学習指導要領の３つの柱は「知
識・技能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力・人間性等」の育てたい力で整理された。知識理解とは、
単なる暗記ではなく生徒が感性を働かせ実感し、表現の喜びを味わったり、美術に対する文化的な意義を自分との
かかわりにおいて理解したりすることである。思考力・判断力・表現力とは表現活動を通しての問題解決学習であ
り、良さや美しさを考え心豊かに表現の構想を練ることである。つまり日常生活の中で美術の働きについての理解
を深めることも含む。
最後の柱である「学びに向かう力・人間力等」が、本稿で筆者が論じている、意欲的な表現活動をもっとも関係
の深いところである。つまり美術の学習に主体的に取組む態度の育成に関わるもので、意欲的な表現活動を通して、
生活や社会と積極的に関わる態度を育成するものである。美術教育は、まず児童・生徒の内面を育てることを目的
としており、そのための知識や技能でありことを忘れないで頂きたい。
新学習指導要領が改訂され、新たな教育が展開されることに、筆者は大いに期待をしている。しかし先述したよ
うに、中・高校時代の美術教育がその後に与える影響は大きいので、第一に目の前の児童・生徒の内面を何よりも
大切にしつつ、少ない学習時間を有効に活用し、全国的な文部科学省の方針にそって授業で展開されることを願う
ものである。
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奈良学園大学人間教育学部１回生による４月にスタートして６月の時点でのデータ
